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一
般
に
15

s
39
歳
を 、

回

答一
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暑

奢
年
成
人
の
英
語

表
記
の
頭
文
宇
を
取
っ

て
A

Y
A
世
代
と
呼
び 、
こ
の
年

齢

で

発
症
す
る
が
ん
を
A
Y

A
世
代
の
が
ん
と
言
い
ま

す。
A
Y
A
世
代
の
が
ん
に

は
小
児
が
ん
や一
般
的
な
成

人
に
発
症
し
や
す
い
が
ん、

そ
し
て
患
者
数
が
少
な
い
希

少
が
ん
な
ど
多
種
多
様
な
が

ん
が
含
ま
れ
ま
す。
肉
腫
は

希
少
が
ん
の―
つ

で

す。

一
口
に
肉
腫
と
い
っ

て

も 、
そ
の
種
類
は
非
常
に
多

く 、
70
S

80
種
類
(
2
0
2

0
年
W
H
0
分
類）
に
及

び 、
診
断
す
る
だ
け

で

も
難

し
い
場
合
が
あ
る
疾
患

で

す。
17
年
の
日
本
整
形
外
科

学
会
全
国
骨
軟
部
腫
瘍
登
録

に
よ
る
と、
骨
の
肉
腫
は
33

％ 、
軟
部
組
織
（
脂
肪
や
筋

な
ど）
の
肉
腫
は
14
％
が、

小
児•
A
Y
A
世
代
に
発
症

し
て
い
ま
す。

A
Y
A
世
代
は、
身
体
と

心
が
大
き
く
変
化
し
て
自
我

土
岐

俊一

徳
島
大
大
学
院

運
動
機
能
外
科
学
助
教

診療科の連携が大切
の
確
立
が
進
む
時
期

で

あ

り 、
就
学
や
就
労 、
恋
愛、

結
婚 、
出
産
と
い
っ

た
人
生

に
お
け
る
大
事
な

イ

ベ
ン
ト

が
多
い
こ
と
が
特
徴

で

す。

A
Y
A
世
代
の
が
ん
患
者

は、
希
少
が
ん

で

あ
る
こ
と

や
診
療
科
の
連
携
が
不
十
分

な
こ
と
な
ど
か
ら 、
正
し
い

情
報
や
支
援
に
た
ど
り
着
け

ず 、
患
者
は
必
ず
し
も
標
準

的
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い

ら
ま

か
時
。

半
5
へ

時
後

う

8
午
て鵬

に
臨
む
施
設
が
増
え
て
お

り 、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
が
ん
情
報
サ
ー

ビ
ス
の
ウ

ェ
ブ
サ

イ

ト
か
ら 、
そ
の
よ

う
な
専
門
施
設
を
検
索

で

き

ま
す。
四
肢
軟
部
肉
腫

で

は、
偲
島
大
学
病
院
が
認
定

を
受
け
て
い
ま
す。

情
報
提
供 、
支
援
体
制
に

関
し
て
は、
A
Y
A
世
代
の

が
ん
患
者
が
集
ま
る
患
者
会

や
交
流
会 、
支
援
団
体
が

で

き 、
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま

す。
患
者
会
は
定
期
的
に
冊

子
発
行
や 、
最
近

で

は

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ
ト
上

で

交
流
会
を

行
う
な
ど、
活
動
の
輸
を
広

げ
て
い
ま
す。
ま
た 、
A
Y

A
が
ん
の
医
療
と
支
援
の
あ

・

り
方
研
究
会
は、
無
料
通
信

ー

ア
プ
リ
L
I
N
E
（
ラ

イ

g
 

ょ
｀
·

「̀心
}

ン）
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

K
開
設
し
て
い
て、
一
人一
人

に
応
じ
た
的
確
な
情
報
を
受

〗`こ�

け
取
る
こ
と
が

で

き
る
の

で

-"
3
.
」

i

-

,

e
f

活
用
す
る
と
い
い

で

し

ょ

J
 

：つ 。
ア
カ
ウ
ン
ト
I
D
は
＠

．
記
;,

a
y
a
k
e
n
。

，

徳
島
大
学
病
院
な
ど
県
内

盆
,
h
 

J‘-'
 

＇

涵

5
病
院
の
が
ん
相
談
支
援
セ

r

 

吟

．
竺

ン
タ
ー

で

情
報
提
供
し
て
い

·

ま
す。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い。

一

若
年
性
が
ん
患
者
会
が
発
行
す
る
冊
子

[�

（
第
4
土
曜
掲
載）

.
.
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患
者
会
活
用
し
情
報
得
て

若攀性がん●●がi,a, 葛軍性がん愚·のための111霧マガジン
一

露『凡蘭⑫闊徊鳳ll
～がん患/!Iこは『書）がある～

がん何でもクイズ
子宮頸がんの発生に関係する
と言われているウ

イ

ルスはど
れ

で

し

ょ

う。
CDHHV② HPV③ HIV 

行こうよ！がん検診

こ
と
が
問
題
と
言
え
ま
す。

診
療
科
の
連
携
に
関
し
て

は、
近
年 、
整
形
外
科
や
泌

尿
器
科
な
ど
外
科
系
各
科 、

内
科
や
小
児
科 、
病
理
科 、

放
射
線
科
と
い
っ

た
複
数
診

療
科

で

、
セ
ン
タ
ー

や
チ
ー

ム
を
組
ん

で

診
断
か
ら
治
療
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17
歳
の
親
族
が
肉
腫
と
診
断
を
受
け 、
こ
れ
か
ら
抗
が
ん
剤
治
療
が
始
ま
り
ま

す。
「
不
安
な
こ
と
だ
ら
け」
「
同
じ
境
遇
の
人
と
話
が
し
た
い」
と
話
し
て
い
ま

す。
若
い
が
ん
患
者
が
情
報
収
集
や
交
流
す
る
場
所 、
機
会
は
あ
り
ま
す
か 。
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